
 
様式 C-7-2 

自己評価報告書 

 

平成２３年 ５月２３日現在 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
研究分野：文化人類学 
科研費の分科・細目：文化人類学・民俗学 
キーワード：スールー海域世界、東南アジア、文化人類学、もの 
 
１． 研究計画の概要 
スールー海域世界と東・東南アジアなど周辺
地域間での真珠、ナマコなど特殊海産物の生
産、流通、利用状況の変遷について人類学的
に調査研究を実施する。 
 
２．研究の進捗状況 
前年度まで、研究計画に述べたようにスール
ー海域世界と東・東南アジアなど周辺地域間
での真珠、ナマコなど特殊海産物の生産、流
通、利用状況の変遷について、アジア各地等
において調査研究を実施した。この調査の過
程で前植民地期におけるスールー諸島から
の輸出品としては真珠母貝が量的には最も
多く、また重要であったことが判明した。ス
ールーの真珠は、マラッカなどを中継点とし
て遠く中東や西欧にまで輸出され、ロンドン
では「マニラ産」の真珠貝として売られてい
った。すでに西暦 13 世紀頃には、華人商人
がスールー諸島のホロ島を訪問して真珠や
蜜や森林物産などを買い付け、それらの物品
を中国へ輸出していったことが知られてい
る。その対価として、中国からスールーへは
黄金、銀、陶磁 
器、木綿製品などがもたらされたことなどを
解明した。こうしたプレモダン（前植民地期）
から現代まで持続してきたモノのフローの
いわば「長い持続」とでも言える現象もスー
ルー諸島と周辺地域において顕著である。具
体的にはフカヒレ、干しナマコ、そして真珠
などのいわゆる特殊海産物と燕の巣などの
特殊森林物産を挙げることができる。スール
ー諸島域内から中国などへのこうした特殊
海産物・森林物産の輸出の歴史は古く、既に
13 世紀前後には中国の史書などに記録され
ている。アメリカによる植民地化が始まる 20

世紀より前においては特殊海産物の輸出は
スールーの主要産業であったが現在でもそ
うした特殊海産物のフローの持続が存在す
ることを調査を通じて解明しつつある。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
昨年度までに現地調査を実施して、スールー
諸島と周辺地域に関する真珠生産の実態と
その流通に関する基礎資料を収集すること
ができ、また文献調査から歴史的背景につい
ても一定の理解を得ることができた。 
 
４．今後の研究の推進方策 
今後はとくに東アジアなどの周辺地域とス
ールー海域世界の海産物のネットワークな
どについて調査を進める。 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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